
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

26

た
。議

会
最
終
日
、
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
及
び
教
育

長
の
人
事
案
件
は
、
全
会

一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
布
川
敦
氏

が
退
任
し
、
成
澤
和
則
氏

（

・
渡
前
）
が
任
命
さ

60
れ
ま
し
た
。

中
山
間
地
の
除
排
雪
の

た
め
、
除
雪
対
策
費
に
２

億
３
０
０
０
万
円
を
追
加

し
、

億
３
５
６
３
万
２

20

千
円
と
し
ま
し
た
（
５
年

度
決
算

億
９
７
７
９
万

13

６
千
円
）。

今
議
会
で
焦
点
に
な
っ

た
一
つ
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
整
備
計
画
の
う

ち
、
「
調
理
業
務
の
民
営

化
」
の
方
針
で
し
た
。

民
営
化
は
撤
回
さ
れ
、

予
算
案
の
原
案
か
ら
、
関

連
す
る
「
債
務
負
担
行
為
」

２
件
の
削
除
等
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
焦
点
は
、

「
キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ

の
小
学
生
ま
で
の
無
料
化

を
含
む
利
用
料
軽
減
事
業

補
助
金
」
で
す
。

佐
藤
昌
哉
議
員
（
創
政

ク
ラ
ブ
）
が
、
予
算
案
か

ら
利
用
料
軽
減
補
助
金
２

４
７
８
万
２
千
円
を
削
除

し
、
予
備
費
に
組
み
替
え

る
修
正
案
を
提
出
。

修
正
案
に
賛
成

人
、

13

反
対

人
で
、
１
人
差
の

12

賛
成
多
数
で
可
決
。

無
料
化
は
実
現
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

無
料
で
遊
べ
る
大
型
遊

戯
施
設
実
現
す
べ
き

日
本
共
産
党
市
議
団
を

代
表
し
、
加
藤
鉱
一
議
員

が
原
案
に
賛
成
、
修
正
案

に
反
対
の
討
論
を
述
べ
ま

し
た
。

「
問
題
の
発
端
は
具
体
的

で
、
本
市
に
は
無
料
で
遊

べ
る
大
型
の
児
童
遊
戯
施

設
が
な
い
。

子
育
て
世
代
が
強
く
望

ん
で
い
る
無
料
で
遊
べ
る

施
設
を
、
他
市
町
と
同
様

に
実
現
し
て
ほ
し
い
と
の

課
題
に
ど
う
応
え
る
か
。

課
題
解
決
の
施
策
と
し

て
、
市
が
２
億
円
の
建
設

補
助
を
し
た
民
間
施
設
の

利
用
料
に
つ
い
て
、
子
育

て
市
民
に
対
す
る
補
助
金

を
予
算
化
し
、
一
部
無
料

化
を
実
現
す
る
も
の
。

し
か
し
、
修
正
案
の
提

案
理
由
で
は
、
具
体
的
な

問
題
を
子
育
て
支
援
一
般

に
拡
大
し
、
全
て
の
施
設

の
子
ど
も
の
利
用
料
の
公

平
性
に
拡
げ
た
た
め
、
論

理
が
飛
躍
し
、
無
料
で
遊

べ
る
こ
と
が
簡
単
に
は
実

現
で
き
な
い
。

子
ど
も
が
無
料
で
遊
べ

る
大
型
の
児
童
遊
戯
施
設

を
、
本
市
に
も
実
現
す
る

べ
き
だ
。」

原
案
か
ら
、
キ
ッ
ズ
ド

ー
ム
ソ
ラ
イ
の
利
用
料
軽

減
事
業
補
助
金
が
除
か

れ
、
修
正
後
の
令
和
７
年

度
一
般
会
計
予
算
案
が
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

意
見
書
提
出
求
め
る

請
願
３
件
採
択

請
願
は
、

「
国
に
よ
る
学
校
給
食
の

無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関

す
る
請
願
」

と
、
「
食
料

自
給
率
向
上

及
び
米
の
生

産
と
需
給
安

定
対
策
を
求

め
る
意
見
書

の
提
出
に
関

す
る
請
願
」

は
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

「
訪
問
介

護
の
基
本
報

酬
引
下
げ
の

撤
回
を
求
め

る
意
見
書
の

提
出
に
関
す

る
請
願
」
は
、

厚
生
常
任
委

員
会
で
は
賛

成
少
数
で
不

採
択
で
し
た

が
、
（
２
面

に
つ
づ
く
）
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日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
県
議
会
２

19
月
定
例
会
で
は
、
（
仮
称
）
山
形
新
幹

線
米
沢
ト
ン
ネ
ル
整
備
の
問
題
が
改
め

て
問
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
答
弁
の
中
で
、
平
成

年
時
点

29

で
の
事
業
費
等
の
算
出
を
再
計
算
し
た

結
果
、
事
業
費
は
１
５
０
０
億
円
か
ら

２
３
０
０
億
円
に
、
工
期
も
「
着
工
か

ら
約

年
」
が

年
に
伸
び
る
と
明
ら

15

19

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
知
事
は
、
「
山
形
県
の
未
来

を
拓
く
希
望
の
ト
ン
ネ
ル
」
「
一
日
も

早
い
事
業
化
、
整
備
の
実
現
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」等
と
述
べ
、

令
和
６
年
度
に
設
置
さ
れ
５
億
円
が
積

み
立
て
ら
れ
た
整
備
基
金
に
、
７
年
度

も
同
額
計
上
し
ま
し
た
。

億
円
程
度

30

ま
で
積
立
て
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す

が
金
額
の
根
拠
は
不
明
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
整
備
の
効
果
は
、
運
休
・

遅
延
等
を
減
ら
す
事
と
、

分
程
度
の

10

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
費
用
に
見
合
っ
た
効
果
と
言
え
る

の
か
は
未
だ
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
３
月
９
日
付
荘
内
日
報
は
、
こ
う
し

た
県
の
姿
勢
に
「

年
と
い
う
工
期
は

19

長
い
。
完
成
す
る
頃
に
は
人
口
が
大
幅

に
減
っ
て
い
る･･

、
ど
の
よ
う
な
費
用

対
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か･･

。
あ
れ

こ
れ
夢
を
描
い
て
、
目
算
が
外
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
」
と
報
じ
ま
し

た
。共
産
党
県
議
団
を
除
く
全
員
で
「
超

党
派
議
員
連
盟
」
を
立
ち
上
げ
た
議
員

の
見
解
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
先
週
の
記
事
の
○
数
字
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
文
章
の

意
味
を
説
明
し
ま
す
。
県
政
ク
ラ
ブ
が

討
論
を
お
こ
な
わ
ず
、
所
属
議
員
の
半

数
が
採
決
時
に
退
席
し
た
請
願
は
、
新

婦
人
提
出
の
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
求

め
る
請
願
」
で
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

２０２５年３月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG ﾌｫ 共産党 ﾘﾍﾞ 希望 公明党 創政クラブ

遠
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島
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田
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宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

阿
部　

寛

中
沢
深
雪

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

令和７年度予算から、キ

ッズドームソライ利用料

軽減事業補助金を削除

●●●●○○●●●●●●●●○○○○○○○○○○○
議
長

「訪問介護の基本報酬引

下げの撤回を求める意見

書の提出に関する請願」

○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

「訪問介護事業所に対す

る支援を求める請願」
○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●



問

(

株)

ス
タ
ン
レ
ー
鶴

岡
製
作
所
（
鶴
岡
市
渡
前
）

は
、
連
結
親
会
社
の
ス
タ

ン
レ
ー
電
気(

株)

（
東
京

都
目
黒
区
）
に
吸
収
合
併

が
決
ま
り
、
２
０
２
５
年

４
月
１
日
解
散
、
約
３
０

０
人
の
社
員
の
う
ち
、
約

１
０
０
人
の
早
期
希
望
退

職
が
求
め
ら
れ
た
。

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作

所
は
、
旧
藤
島
町
の
誘
致

企
業
第
１
号
で
、
昭
和
46

(

１
９
７
１)

年
４
月
操
業

開
始
し
、
出
稼
ぎ
に
頼
ら

な
い
農
村
を
つ
く
る
こ
と

が
大
き
な
目
標
だ
っ
た
。

本
社
へ
の
吸
収
合
併

と
、
大
量
の
早
期
希
望
退

職
が
与
え
る
地
域
へ
の
影

響
を
ど
う
考
え
る
か
。

商
工
観
光
部
長

鶴
岡
製

作
所
で
は
、
大
手
の
職
業

紹
介
事
業
者
を
通
じ
て
、

社
員
の
希
望
に
応
じ
た
再

就
職
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。市

と
し
て
は
、
地
域
へ

の
影
響
を
鑑
み
、
庁
内
に

商
工
観
光
部
と
総
務
部
で

対
策
本
部
を
設
け
、
情
報

収
集
や
再
就
職
支
援
等
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
う
。

問

米
沢
市
に
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
㈱
米
沢
事
業
場
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
会
社
存
続

の
危
機
が
６
回
あ
り
、
そ

の
た
び
に
生
き
残
り
を
か

け
て
挑
戦
し
続
け
た
人
々

が
い
た
。

何
が
あ
っ
て
も
こ
の
土

地
で
生
き
延
び
る
と
い
う

強
い
意
思
と
、
本
社
の
意

向
や
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
組
織
能
力
の
構
築
と

進
化
が
あ
っ
た
と
い
う
。

吸
収
合
併
後
も
、
生
産

拠
点
と
雇
用
を
維
持
し
、

再
び
よ
み
が
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

商
工
観
光
部
長

令
和
３

年
の
新
工
場
の
稼
働
に
よ

り
、
生
産
工
程
の
自
動
化

に
よ
っ
て
生
産
性
の
向
上

を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も

設
備
投
資
を
継
続
し
て
い

く
方
向
を
聞
い
て
い
る
。

同
社
は
自
動
車
照
明
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
世
界

を
牽
引
す
る
高
い
技
術
力

を
有
す
る
重
要
な
事
業
所

で
あ
り
、
今
後
も
企
業
訪

問
等
を
通
じ
て
働
き
か
け

て
い
く
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

本
会
議
で
は
賛
成

人
、

14

反
対

人
の
賛
成
多
数
で

11

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
訪
問
介
護
事
業
所
に

対
す
る
支
援
を
求
め
る
請

願
」
は
、
賛
成
８
人
、
反

対

人
の
賛
成
少
数
で
不

17
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
発
議
の
「
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書
」
は
、
会
派

間
の
調
整
で
取
り
下
げ
し

ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
７
日
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
が
、
①
旧
藤
島
町
の
誘
致

企
業
ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作
所
、
②
学
校
統
廃
合
と
義

務
教
育
学
校
、
③
京
田
川
の
特
定
都
市
河
川
指
定
に
向

け
た
現
状
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

生
産
拠
点
と
雇
用
維
持
す
る
取
り
組
み
を

問

京
田
川
に
つ
い
て
、

特
定
都
市
河
川
指
定
要
件

の
整
理
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
と
聞
く
が
、

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

こ
の
制
度

は
、
都
市
部
の
下
流
流
域

に
お
け
る
浸
水
被
害
対
策

を
、
国
や
県
、
市
町
村
、

民
間
も
含
め
、
流
域
治
水

の
実
効
性
を
高
め
る
取
組

だ
。特

定
都
市
河
川
指
定
に

よ
り
、
河
川
整
備
の
予
算

に
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
、

加
速
化
が
期
待
で
き
る
。

一
方
で
、
被
害
対
象
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
県
が

浸
水
被
害
防
止
区
域
に
指

定
し
た
場
合
は
、
自
己
用

住
宅
を
除
い
た
土
地
開
発

の
原
則
禁
止
な
ど
、
土
地

利
用
の
制
限
を
設
け
る
。

国
は
、
２
月
の
勉
強
会

で
、
京
田
川
は
指
定
要
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

国
は
県
、
本
市
を
含
む

流
域
４
市
町
の
意
見
を
聴

取
し
、
国
土
交
通
大
臣
が

特
定
都
市
河
川
に
指
定
し

た
後
、
流
域
水
害
対
策
協

議
会
に
、
具
体
的
な
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
流
域
水
害

対
策
計
画
を
策
定
し
、
実

施
し
て
い
く
。

京
田
川
特
定
都
市
河
川
指
定
検
討
状
況
は

と
は
、
大
変
な
こ
と
な
の

だ
と
い
う
立
場
で
あ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

藤
島
地
域
に
設
置
さ
れ

る
義
務
教
育
学
校
に
つ
い

て
、
市
教
委
は
初
め
て
、

学
校
種
が
異
な
る
複
線
型

学
校
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

学
校
種
が
異
な
る
藤
島

地
域
と
他
地
域
と
の
「
義

務
教
育
の
平
等
性
」
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長

小
学
校
と
中
学

校
の
学
習
指
導
要
領
に
定

め
ら
れ
た
目
標
や
内
容
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
く
こ

と
は
、
義
務
教
育
学
校
で

も
同
様
で
あ
る
。

今
後
準
備
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
や
保

護
者
の
声
を
聞
き
、
地
域

の
特
色
や
実
態
を
踏
ま
え

た
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る

よ
う
、
開
校
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
く
。

問

渡
前
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
、
故
障
し
た
設
備
の

修
理
が
行
わ
れ
ず
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
東

栄
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
と
の
話
を
聞
い

た
。小

規
模
校
を
維
持
す
る

た
め
に
、
合
同
授
業
を
行

う
取
り
組
み
に
も
な
る

が
。

教
育
長

東
栄
小
の
プ
ー

ル
利
用
は
、
児
童
の
指
導

面
や
学
校
で
の
管
理
面
、

財
政
面
、
学
校
設
置
に
向

け
た
児
童
の
交
流
な
ど
、

学
校
と
共
に
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
だ
。

小
学
校
間
の
交
流
が
進

む
前
向
き
な
取
り
組
み
で

も
あ
る
。

響
を
総
括
す
べ
き
だ
が
。

教
育
長

人
口
減
少
は
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
、
様

々
な
要
因
に
よ
り
生
じ
て

い
る
。

本
市
教
育
委
員
会
で

は
、
児
童
数
の
減
少
が
進

行
し
た
結
果
と
し
て
、
学

校
統
廃
合
が
必
要
と
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

問

教
育
委
員
会
は
、
学

校
を
第
一
に
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
学
校
が
地
域

の
宝
、
子
供
た
ち
の
宝
で

あ
る
。

学
校
を
失
う
と
い
う
こ

昨年７月２５日の豪雨被害：京田川氾濫

拡
大
し
、
平

成

年
か
ら

26年
に
か
け

30て
、

校
あ

40

っ
た
小
学
校

を

校
へ
、

26
一
気
に

校
14

も
減
ら
し
た

影
響
が
大
き

い
。学

校
統
廃

合
が
、
地
域

の
人
口
減
少

に
与
え
た
影

問

今
年
は
平
成
大
合
併

で

年
。

20郊
外
地
の
人
口
減
少
が

学
校
統
廃
合
が
人
口
減
に
与
え
た
影
響
は


